
 

 

 都市名 スケジュールと見どころ/お食事と宿泊地 
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千 歳 

 成 田  

モントリオール 

モンクトン 

スーツケース無料託送サービス ご自宅～空港 

■午後、千歳空港より航空機にて成田へ。  

■夕刻、成田空港よりエアカナダにて、モントリオールで乗継ぎ、東カナダ･ニュー・

ブランズウィック州の町･モンクトンへ［17：30発/22:37着］。  

■着後、専用バスにてホテルへ。 

ニュー・ブランズウィック州はカナダ唯一のバイリンガル州（英語･仏語）です。                           

×･×・✈︎[モンクトン泊] 
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モンクトン 

（ファンディ湾） 

シェディアック  

 

ブクトゥーシュ  

 

 

ミラミチ 

■午前、止まっている車が坂道を登りだす不思議な土地･マグネティックヒルとファ

ンディ湾の海が刻んだ驚異の芸術ホープウェルロックにご案内します。 

■昼食は、「ロブスターの都」と呼ばれる港町シェディアックにてロブスターロールを

ご賞味いただきます。  

■午後、専用バスにて、ブクトゥーシュの“ザ･デューンズ”へ。着後、アービング･エコ

センターの砂丘のボードウォークを散策します。  

■その後、アカディアン･コーストをドライブし、コーチボウアック国立公園を走りな

がらミラミチへ向かいます。 

≪ミラミチに連泊です≫≫                     〇・〇・〇[ミラミチ泊] 
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ミラミチ 

 

アカディアン・ 

ドライブ 

 

 

(ラメック島) 

（ミスクー島） 

紅 葉 

■午前、アカディアン・コーストをさらに北上し、アカディアン諸島の最北端の島･ミ

スクー島へ。モンクトンからセント･ローレンス湾に沿って北上する沿岸ルートは、

この地に暮らす人々にちなんで『アカディアン･コースタル･ドライブ』と名付けら

れています。クラシカルな灯台や小さな岬、静かな砂浜など、海の美しさの全てが

ちりばめられた街道とされています。  

■アカディアン半島からラメック島、ミスクー島へと渡ります。ミスクー島到着後、見

る人の心を紅色に染め上げてしまうほど色鮮やかな灌木やコケの紅葉の大地を

ご堪能ください（注）。  

■帰りはシャルール湾を西へ走り、カラケットを経由し、ミラミチへ戻ります。   

   〇・〇・〇[ミラミチ泊] 
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ミラミチ 

プリンス・エドワード島 

 

 

シャーロットタウン 

■午前、専用バスにて、プリンス･エドワード島へ。ノーザンバーランド海峡にかかる

長さ１３ｋｍのコンフェデレーション橋を渡り、プリンス･エドワード･アイランド州に

入ります。ブルーヘロン･シーニックドライブの南海岸を走り、カナダ連邦発祥の

地･州都シャーロットタウンへ。  

■昼食には、新鮮なシーフードをどうぞ。  

■午後、アンもダイアナも、出かける日には夜明け前から目が覚めてしまうほど楽し

みだったシャーロットタウンの観光。ビクトリアパーク･トレイル、ビクトリア･ロウ

などをゆっくり散策します。ショッピングもお楽しみください。ご希望の方は実費

にて「赤毛のアン」のミュージカルにご案内します。 

≪プリンス・エドワード島に連泊です≫   〇・〇・×[プリンス･エドワード島泊] 
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プリンス・エドワード島 

 

（キャベンディッシュ）  

アンの家 

 

（パークコーナー） 

■終日、専用バスにて、プリンス・エドワード島の牧歌的な風景が残るブルーヘロン･

シーニックドライブの北海岸を巡ります。『赤毛のアン』の村･アヴォンリー村のモ

デル･キャベンディッシュ（アンの家「グリーン･ゲイブルズ」のアンの部屋、恋人の

小径、お化けの森、グリーン･ゲイブルズ郵便局、作家モンゴメリーのお墓、モンゴ

メリーの生家、キャベンディッシュ合同教会）、風光明媚で長閑な漁村･フレンチリ

バー、湖が点在するパークコーナー（グリーン･ゲイブルズ博物館［銀の森屋敷］と

「輝く湖水」）、ケンジントン駅舎跡をご案内します。  

■昼食には再び、ロブスターをご賞味ください。      

〇・〇・〇[プリンス･エドワード島泊] 
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シャーロットタウン  

モントリオール 

 

 

ローレンシャン高原 

■午前、航空機にて、メープル街道最大の街・モントリオールへ［１１：２５発/ 

１２：０５着］。  

■着後、専用バスにて、紅葉の聖地ローレンシャン高原最奥のリゾート地モントラン

ブランへ。 

〇・〇・〇[ローレンシャン高原泊] 

7 ローレンシャン高原 

紅 葉 

モントリオール 

■午前、ロープウェイにてトランブラン山頂に登り、ローレンシャン高原全体の紅葉

を見渡します（注）。その後、モントリオールへ。    

〇・〇・〇[モントリオール泊] 
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モントリオール 

  

メープル街道 

紅 葉 

ケベックシティ 

■午前、モントリオール旧市街地区の散策や、街が一望できるモン・ロワイヤル展望

台へご案内します。  

■その後、専用バスにて、美しい紅葉に彩られたメープル街道（注）を走り、ロマンチ

ックなケベックシティへ。  

≪世界遺産ケベックシティに連泊です≫             ○・×・○[ケベック泊] 

 
9 

ケベックシティ 

 

（モン・モランシーの滝） 

（オルレアン島） 

■午前、世界遺産ケベックシティの観光（トレゾール通り、ノートルダム大聖堂、プチ・

シャンブラン通り、キャピタル展望台など）。  

■午後、高さでナイアガラを凌ぐモン・モランシーの滝や、セント・ローレンス川の宝石

オルレアン島へご案内します。                   

○・○・○[ケベック泊] 

10 ケベックシティ 

トロント 

■午前、エアカナダにて、トロントで乗継ぎ、帰国の途へ［１１：２５発］。          

○・✈︎・×[機中泊] 
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成 田  

 

千 歳 

■午後、成田空港到着［15：４５発］。入国審査・税関検査ののち、千歳へ。  

■夕刻、千歳空港到着後、解散。  

スーツケース無料託送サービス 空港～ご自宅                     ✈︎・×・× 

（注）紅葉は自然現象の為、見頃が例年とずれ、予定していた場所での紅葉観賞ができないことがございま
す。その場合、急遽予定を変更することがございますので、予めお含みおきください。 

 
千歳発着１１日間  ㈱世界紀行 

■募集人員/12名様定員 
■最少催行人数/6名様  
■お食事/
■旅券残存期間/6ヶ月以上 
■カナダ電子渡航認証システム
（eTA）取得手数料/￥６,000（弊
社取得の場合、別途必要） 

※すでに取得済の方（5年以内）は必
要ありません。  

■成田･千歳空港使用料/ 
￥4,３０0（別途必要）  

■国際観光旅客税［出国税］/ 
￥1,000（別途必要）  

■旅行代金には、海外の空港税、出国
税、航空 保安税が含まれておりま
す。  

■千歳空港より、全行程、 
社員添乗員同行  

■トランク往復無料託送サービス 
［ご自宅～空港～ご自宅］  

※ビジネスクラス利用追加料金はお
問合せください。  

※成田発着：￥10,000引き  
※大阪・福岡発着:千歳発着と同一料
金 

※右記日程表内の時間は、すべて現
地時間で表示されております。 

※右記日程表内の「〇」はお食事の有
無を示します。「✈︎」は機内食、「×」
の食事は含まれておりません。 

※現地の都合によりスケジュールが
変更される場合がございます。 

 

   株式会社 世界紀行 :011-272-6006            -36-                                                  -37-                 株式会社 世界紀行 :011-272-6006 
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 灯台へと続く真っ赤な大地と「赤毛のアン」の島、そして紅葉のケベックへ 

紅葉の東カナダ 
ミスクー島・プリンス・エドワード島とメープル街道の旅 

２０２３年    ご旅行代金とご旅行期間 [ご旅行代金には燃油サーチャージが含まれております] 

９月２８日(木)発～１０月８日(日)着…¥896,000 お一人部屋利用追加料金 ¥89,000  

ご旅行条件 

ご利用予定ホテル 
■モンクトン/ロッド･パークハウス･
イン、クオ リティ・イン、Vホテル  

■ミラミチ/ロッド･ミラミチリバー、
デイズ・イン  

■シャーロットタウン/ロッド･シャー

ロットタウン、ベストウエスタン、デ
ルタ･プリンス・エドワード  

■ローレンシャン高原/ホリデイイン･

エクスプレス＆リゾーツ 
■モントリオール/グーベルヌール・
プラス・デュプイ、ノボテル・センタ

ー、ルビー・フーズ、エスプレッソ・
モントリオール、ベストウエスタン  

■ケベックシティ/クラレンドン、マノ

ワール、シャトーローリエ、シャトー
ベルビュー、ル・コンコルド  

※上記ホテル又は同等クラスとなり

ます。 

ミスクー島[写真提供:アトランティック・カナダ４州観光局] 

現在の大西洋沿岸のカナダ東部には、４００年以上前からフランス系
の人々が入植し、アカディアと呼ばれていました。のちに英国が制圧する
と、服従せず、中立を宣言したアカディア人は北米各地に追放されてしま
います。しかし現在も、ニュー･ブランズウィック州東部沿岸には、アカデ
ィアンの伝統を受け継ぐ人々がたくさん住んでおり、アカディアン独特
のフランス語と三色旗に金色の星を描いた旗を彼らの誇りの象徴として
暮らしています。カナダ唯一の公式バイリンガル州の沿岸『アカディアン･
コースタル･ドライブ』を旅し、シェディアックの新鮮なロブスターや、
「ザ･デューンズ」と呼ばれるブクトゥーシュ砂丘を楽しみます。 
ハイライトはなんと言っても、潅木が１０月上旬に真っ赤に染まる北東

部のミスクー島の紅葉です。色鮮やかな赤に思わず息をのむことでしょ
う。またニュー･ブランズウィック州は、コーチボウアック国立公園など森
が多いため、他の各地でも紅葉がお楽しみいただけることでしょう。 
ニュー・ブランズウィック州のお土産は、天然の素材だけを使ったナチ

ュラルな石鹸や、地元で採れる各種のベリーを使ったジャムなどです。

《アカディアンの里》 ニュー･ブランズウィック州 

『赤毛のアン』の作者・モンゴメリ
ーは､「キャベンディッシュで過ごし
た年月が無かったら『赤毛のアン』は
書かれなかったでしょう。」と、深い
愛情をこめてプリンス･エドワード島
での暮らしを語っています。彼女が
描いたアンの世界は今も変わること
なくこの島に残されています。 
 物語の背景となっているアヴォン
リー村は、モンゴメリーが暮らしたキ
ャベンディッシュからイメージされた
ものです。柔らかなカーブを描く丘
陵地帯や美しい湖、神秘的な林や海
岸まで、物語の世界がそのままで
す。 
１９１１年にモンゴメリーが結婚式

を挙げた場所はグリーンゲイブルズ
博物館になっています。彼女の叔父
の旧宅で、「銀の森屋敷」のモデルで
す。遊歩道が「輝く湖水」へと続いて
います。 

『赤毛のアン』の世界 

ローレンシャン高原 

フレンチリバー[プリンス・エドワード島] 

ベニサラサ･ドーダン(灌木) 
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赤毛のアンの家 

カナダ 

アメリカ 

モンクトン(泊)・ 

・モントリオール(泊) 

プリンス・エドワード島 

ミスクー島・ 
ミラミチ(２泊)・ 

ケベックシティ(２泊)・ 
メープル街道 

ツアーマップ 


